
  令和５年４月１３日 

令和５年度 生徒指導計画 

松戸市立河原塚小学校 

生徒指導部 

 

１．生徒指導の充実 

（１）豊かな人間関係づくりの推進（QUの活用） 

（２）基本的生活習慣の育成（あいさつの習慣を定着） 

（３）集団規律の確立（河原塚小児童の約束の遵守等） 

（４）道徳教育の充実（研修・授業実践・公開授業） 

 （５）問題行動と不登校についての対応研修（保護者との連携・いじめのない学級･学校づくりへの努力） 

 ＊（３）の指導を徹底していくために全職員の共通理解を図る。 

  どのようにしたら徹底できるかを各学年や生徒指導部で話し合っていく。 

 

２．生徒指導目標 

  ① 自分の夢や希望を持ち、自ら学習する習慣を身につけるようとする態度を育てる。  

  ② 互いの違いを認め相手の気持ちを考えて行動し、心を込めた元気な挨拶をしようとする態度を育て

る。   

  ③ 最後までやり通す強い心を持ち、安全に気を付けて生活する意識を高める。 

 

３．運営組織 

校長 ― 教頭 ― 職員会議 ― 学年会 

          ｜ 

    生徒指導部 ― 日常生活指導（あいさつ、生活目標、児童会との連携） 

            落とし物・清掃指導 

            健康・安全指導（長期休業対策、廊下歩行） 

            給食指導（栄養士・給食主任・家庭・体育との連携） 

            教育相談（児童理解、授業、いじめアンケート、特別支援研修） 

            長欠対策（長欠主任） 

 

４．目標に向けての具体策 

 （１）月１回の生徒指導部会を持つ 

   ・生徒指導部会としての提案を職員会議で行う。 

・生活目標についての学年、学級の取り組みや評価 

・全職員で共通理解して指導したい事柄、指導したい児童について 

・各担当から全校で取り組んでいく内容について 

 

（２）月ごとに生活目標を設定する 

   ・生活目標は学年会で取り組みや指導の重点を話し合う。 

・学年での取り組みや評価は生徒指導部会で情報交換をする。 

・学年便りや学級懇談会などで保護者と連携協力して行う。 

 

  （３）問題が起きたときは、速やかに校長・教頭・（養護教諭）・生徒指導主任・学年主任・学年に連絡し、 

関係者で話し合いの場を設け、全職員の共通理解をはかるようにする。 【ほう・れん・そう】 

 

５．生活目標 

  ・教室に掲示し、各学年、各学級で取り組み方を考えさせ、意識づける。 

・本校の児童に身につけさせたい基本的習慣から、取り組み方を考えさせる。 

  ・児童会、委員会と連携し、児童が主体的に取り組めるようにする。 

  ・地域、保護者にお願いすることは、必要に応じて協力を求める。 

  ・学級・学年を超えた全校体制による指導をする。 

 

 



６．生徒指導部役割分担 

生徒指導部 ―   日常生活指導（あいさつ、生活目標、児童会との連携） 

           落とし物・清掃指導 

           健康・安全指導（長期休業対策、廊下歩行） 

           給食指導（栄養士・給食主任・家庭・体育との連携） 

           教育相談（児童理解、授業、いじめアンケート、特別支援研修） 

           長欠対策（長欠主任） 

   ○日常生活（志賀 T）（北原 T）（服部 T） 

     生活目標作成配付、 掲示。 

     「河原塚小児童の約束」の印刷、 学級配付、  全校児童に配付 

   ○管理（森田 T）（森 T）  

上履き・青白帽子貸し出し（使用方法別紙参照） 

   ○健康・安全指導（山本） 

    夏、冬、春休みのしおり印刷と配布 

   ○教育相談 

いじめをなくすための指導、特別支援教育（山本）（北原 T） 

     いじめアンケート印刷、ＳＣとの連携、研究推進部と連携して研修（山本）（中野 T）（梅原 T） 

   ○長欠対策（石橋 T）  

長欠対策、長欠児童の状況と対策 

○終業式・修了式でのお話 

    １学期（生活委員会・山本）２学期（生活委員会・山本）３学期（生活委員会・山本） 

  ○朝会でのお話 

    生活委員と山本 

  〇いじめの、虐待の実態と指導状況の把握（山本） 

 

７．各クラスの児童写真を撮って保管 

   ・緊急時や様々なときに名前と本人を確認するため 

・全校体制での生徒指導のため 

（１）顔をアップにして、インデックス印刷。名前をゴム印 

※共有→機密→★生徒指導関係→個人写真→令和５年→自分のクラス に保存。 

（写真のデータ番号のまま保存で OK です。） 

（２）紙媒体のデータは、職員室の校長先生の引き出しの中に入れて保管する。（誰でも利用できる 

ように）早めの提出に、ご協力お願いします。締め切りは 4 月２１日（金）です。 

一旦、山本が全クラス分の写真を集めますので、山本のレターボックスに入れてください。 

 

８．生活アンケート 

  ・アンケートで「今月、いじめがありましたか」の項目にチェックがついた場合はいじめとしてカウ

ントする。 

  ・いじめが発覚した場合は、聞き取りを行ってください。 

   ・一回「いじめ」としてカウントしたものは、三カ月間継続で見ていく。 



    （４月にカウントしたものは、７月に解消になる） 

９．月別生活目標                  ・「河原塚小児童の約束」の活用(年間) 

月 目標 指導の重点 指導内容、その他 

４  ・気持ちのよいあいさつ 

をしよう。 

 

・あいさつ、返事、礼の意味を考え

させる。 

・学級の親睦を深める。 

・学校生活のきまりの理解を深める。 

※職員間の共通理解 

・挨拶の仕方 （元気に声を出す。 

相手の目を見てあいさつする。など） 

・来客、地域の方々にもあいさつする。 

・登下校中や学校内での挨拶 

 

５ ・力を合わせてがんばろ

う。 

・励ましの言葉、勇気づける言葉の

指導。 

・リレーションの確立。 

  

・朝の会、帰りの会等でのケーススタ

ディ 

・運動会練習の指導で学び合いの場を

設定し、指導する。  
６ ・雨の日の過ごし方を考

え、友達と仲良く遊ぼ

う。 

・梅雨の時期の安全な過ごし方 

・特別教室への移動の仕方 

・登下校の仕方など 

・仲間外れのない楽しい学級・学校

を目指した諸活動 

・廊下の歩行 

・登下校の安全や交通ルール 

・室内での安全な過ごし方 

・人との関わり方について考えること。 

７ ・そうじをしっかりやろ

う。 

・自分達の生活場所をきれいに使う 

態度  

・チャイムと共にそうじを始めること。 

・使っている場所をきれいにすること。 

・身の回りの整理整頓 

・黙掃指導 

９ ・けじめのある生活を 

しよう。 

・生活リズムの確立 

（授業と休み時間の切り替え） 

・間に合うように行動する意識付け 

・基本的生活習慣の確認  

・生活時程の確認 

・時間を守ることの大切さ 

・宿題や持ち物の忘れ物をなくすこと 

など  
10 ・たくさん本を読もう ・様々な本と親しめるようにする。 

・言語能力の育成 

 

・図書の紹介、読み聞かせ 

・辞書を使っての意味調べ 

11 ・思いやりのある言葉を使 

おう。 

・学級の規範意識を高める。 

・友だちとの関わり方を考える。  

・ちくちく言葉と、ふわふわ言葉につ

いて 

・人との関わり方について 

12 ・外で元気よく遊ぼう。 

・じょうぶな体を作ろう。 

・寒くなる季節に向かって、風邪に

負けない体力をつける。 

・学級の親睦を深める。 

・風邪の対策 

・生活環境の整備 

・学級レク 

・うがい、手洗い、栄養、睡眠などの

必要性を理解する。 

・用具の後始末をきちんとする。 

・ものの大切さを知り、大事に使う。 

１ ・目標をもって取り組も

う。 

・やりきる力をつける。 

・見通す力をつける。  

・努力すべきことを明確にさせる。 

・見通しをたてる指導をし、達成させる。 

・達成した後の達成感をもてるように振り返

りをする。 

２ ・感謝の気持ちを伝えよう ・感謝の気持ちを伝える力と勇気を

育む。 

 

・感謝の気持ちを表す言葉やふわふわ

言葉の指導。 

・周囲の大人に支えられていることに

気付かせる。 

３ ・１年間のまとめをしよ

う。 

・学習のまとめ 

・学校生活のまとめ 

・係や当番の仕事と学級生活の向上 

・６年生を送る会や学習発表会に向け 

た取り組み 

・１年間の学習面や生活面のふりかえ 

 りをする。 

 


